
我々は以前, 1979年から1982年までの間に東

北地方で捕獲され, 多数の乳頭状病変を持つカ

モシカ14頭の皮膚および粘膜病変の病理組織学

的検索を行い, これらの病変を１. 丘疹性壊死

性口内炎または皮膚炎, ２. 膿疱性壊死性口内

炎または皮膚炎, および３. 顕著な角化亢進症

を伴う丘疹性壊死性皮膚炎に分類した [２].

しかし, 我々の知る限り, 東北地方でのカモシ

カについてそれ以降の詳しい研究はなされてい

ない. また, 近年盛岡近郊の里地にニホンカモ

シカが出没し, 斃死体としてあるいは衰弱して

保護されることが増えてきた. そこで岩手県内

で保護されたニホンカモシカの詳細を調べるた

めに, 36例について保護地域や死亡原因の分析
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1999年４月から2004年４月に岩手県で保護され, 死亡または衰弱したニホンカモシカ36例に

ついて剖検, 22例については病理組織学的に検索した. 雄が22例, 雌が14例であり, 年齢は５

歳以下が12例, ６～15歳が17例, 16歳以上４例, 不明が３例であった. 死因としては事故死が

17例, 事故死以外が19例であった. 事故死は交通事故によるものが12例と大半を占め, 転落に

よるものが２例, ３例は水死していた. 事故死以外の症例では化膿性疾患が９例, 急性腸カタ

ルが２例, 伝染性膿疱性皮膚炎が１例, その他が７例であった. 剖検において, 槍形吸虫, 肺

虫, 胃虫, 吸虫, ベネデン条虫, 鞭虫, 蟯虫, Eimeria, 皮下糸状虫, ショクヒヒゼンダニを

はじめとした外部寄生虫など, 多くの寄生虫寄生が認められた. 組織学的検索においては, 種々

の組織・臓器に化膿性病変・膿瘍がほとんどの症例で認められた. 全身性皮膚腫瘤の症例は36

例中５例であり, このうち３例は病理組織学的に伝染性膿疱性皮膚炎と診断された. 脾臓では

ヘモジデローシス, 心臓をはじめとした全身の筋では住肉胞子虫症, 肺では肺虫症が高率に認

められた. 事故死の症例は基礎疾患が比較的少なかったが, 事故死以外の症例の多くは, 化膿

性疾患に罹患し衰弱したため補食困難となり, 里地に降りたところを保護されているのではな

いかと思われた.

キーワード：ニホンカモシカ, 交通事故, 化膿性疾患, 伝染性膿疱性皮膚炎, 寄生虫寄生
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などと共に病理学的検索を行ったので, その概

要を報告する.

材料および方法

1999年４月から2004年４月の５年間に岩手県

で保護され, 死亡または衰弱したニホンカモシ

カ36例を対象とした. 本学および盛岡市動物公

園にて剖検し, 肉眼病変を観察したのち, 22例

については主要臓器を採材し, 組織学的に検索

した (表１).

成 績

盛岡近郊におけるニホンカモシカが保護され

た場所および, その保護個体数を図１の数字に

示した. その多くは, 山地と里地の境界や, 山

地中の道路沿いおよび線路沿いで発見された.

これらのカモシカは１年を通して保護されてい

た (図２).

性別では36例中雄が22例, 雌が14例であった.

年齢は５歳齢以下が13例, ６歳齢から15歳齢が

16例, 16歳齢以上が４例, 不明が３例であった.

体重は年齢や性別により異なっていたが, 30㎏

から35㎏未満の症例が多くみられた.

ニホンカモシカが死亡あるいは衰弱した原因

は事故が17例, 事故以外が19例であった. 事故

の種類の内訳としては, 交通事故が12例と大半

を占め, 水死が３例, 転落が２例であった (図

３). 事故以外の死亡あるいは衰弱した原因と

しては膿瘍・肉芽腫あるいは化膿性肺炎・胸膜

炎・腹膜炎などの化膿性疾患が10例と大半を占

め, 高度削痩が６例, 急性腸カタルあるいは出

血性腸炎が３例となっていた.

図４は年齢別に死亡あるいは衰弱した原因を

示している. ５歳齢以下では事故が７例と大半
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図１. 保護された場所とその頭数



表１. 各個体のプロフィール､ 剖検診断および剖検時所見

№ 剖検番号 剖検年月日 発見場所 性別 年齢(歳)
体重
(㎏) 総合診断 剖検所見／寄生虫

１ Pr. 2592 1999/４/22 江刺市伊手赤金地内 ♂ 交通事故 潰瘍形成 パラポッックス

２ Pr. 2653 2000/８/31 矢巾町 ♂ ８ 29 伝染性膿疱性皮膚炎 オグモコ吸虫, 拡張条虫, サルコシスト,
肺虫, 皮下糸状虫, ショクヒヒゼンダニ,
マダニ

３ Pr. 2661 2000/11/２ 住田町 ♀ ５ 32 多発性膿瘍 (敗血症) サルコシスト

４ zoo-01-20
No. 1

2001/６/16 盛岡市動物公園
青森県十和田湖町で保護

♂ １ 26.5 誤嚥による呼吸不全
(急性腸カタル治療中)

膵臓, 十二指腸, 結腸の癒着／大網水腫,
オグモコ吸虫

５ zoo-01-22 2001/６/22 盛岡市浅岸二つ森 ♀ ８ 水死

６ zoo-01-22 2001/６/22 盛岡市浅岸二つ森 ♀ ０ 水死

７ Pr. 2694 2001/８/８ 滝沢村滝沢平蔵沢 ♂ １ 第四胃破裂､ 水死

８ zoo-01-34 2001/９/18 盛岡市動物公園
盛岡市三つ割

♀ ０ 14.4 急性腹膜炎および肺炎
(自動車事故)

９ z00-01-39 2001/10/16 盛岡市動物公園 ♂ 26 26 化膿性腹膜炎による衰弱死亡

10 Pr. 2704 2001/12/13 岩手町川口南山形 ♂ ８ 28 多発性被包化膿瘍 (敗血症) 皮下糸状虫多数, サルコシスト

11 Pr. 2708 2002/１/16 玉山村渋民寺沢 ♂ 11 25 多発性被包化膿瘍および
線維素化膿性腹膜炎

サルコシスト

12 zoo-01-52
No. 9

2002/１/28 江刺市稲瀬字新田 ♀ 10 38 出血性腸炎および急性肺炎 左側妊娠子宮
十二指腸～結腸の内容は大量の粘血液, 粘
膜で充出血

13 zoo-01-53 2002/２/１ 盛岡市浅岸鍋倉 ♂ ０ 16 列車事故 アイメリア

14 zoo-01-60 2002/３/17 盛岡市上米内至沢 ♂ 11 25 慢性化膿性胸膜肺炎など 異食あり

15 zoo-01-64 2002/３/30 盛岡市手代森 ♀ 16 41 慢性胸膜炎・腹膜炎など
全身各所および胸腹腔内の出血

16 zoo-02-01 2002/４/１ 盛岡市川目 ♂ ５ 31.5 自動車事故 肺虫, 皮下糸状虫, アイメリア

17 Pr. 2714 2002/５/10 盛岡市手代森 ♂ 32.5 交通事故 センコウヒゼンダニ, マダニ, チマデニ,
サルコシスト

18 Pr. 2715 2002/５/11 滝沢村篠木 ♂ 10 34 転落 皮下糸状虫, サルコシスト

19 zoo-02-22 2002/７/21 盛岡市浅岸大志田 ♀ ４ 30 列車衝突 皮下糸状虫

20 zoo-02-31
No. 17

2002/８/17 盛岡市浅岸大志田 ♂ ６ 30.5 全身感染症 ショクヒヒゼンダニ, サルコシスト, 肺虫,
マダニ, チマダニ

21 zoo-02-32
No. 18

2002/８/23 盛岡市簗川水沢 ♀ 12 32 重度胸膜炎 生後間もない子を連れていた可能性大
サルコシスト, 肺虫

22 zoo-02-35
No. 19

2002/９/10 盛岡市動物公園
北上市

♀ １ 33 呼吸不全ほか 盲腸に鞭虫, アイメリア

23 z00-02-38 2002/９/21 盛岡市浅岸大志田 ♂ ５ 34 轢死 ヒゼンダニ寄生

24 Pr. 2731 2002/10/21 花巻市台温泉地内 ♂ 27 化膿性胸膜肺炎
(パラポクックス)

肺虫, 槍型吸虫, サルコシスト, 皮下糸状
虫, ショクヒヒゼンダニ, マダニ

25 zoo-02-50
No. 22

2002/11/13 盛岡市動物公園
盛岡市小貝沢

♂ 10 32 背部裂傷衰弱 肺虫, サルコシスト

26 Pr. 2748 2003/３/14 玉山村馬場葛巻 ♂ 15 31.5 高度削痩および脱水 (衰弱死) 皮下糸状虫, 肺虫, 小腸に吸虫, ベネデン
条虫, ショクヒヒゼンダニ

27 zoo-03-14 2003/６/２ 盛岡市浅岸大志田 ♂ ５ 30.9 肝臓腎臓不全､ 低栄養 肺虫, 胃虫, 吸虫, 皮下糸状虫
マダニ, チマダニ, ショクヒヒゼンダニ

28 zoo-03-15 2003/６/16 盛岡市川目 ♀ ６ 29.3 慢性化膿性腹膜炎ほか 子連れ 肺虫, 小腸に吸虫, 皮下糸状虫,
アイメリア

29 Pr. 2780 2003/７/28 ♂ 13 39.5 交通事故 足根部皮膚にショクヒヒゼンダニ多数, サ
ルコシスト, 胃虫

30 zoo-03-30
No. 26

2003/９/30 盛岡市手代森 ♀ 20 41.5 自動車衝突 子連れの可能性大 肺虫, 三・四胃に胃虫,
小腸に吸虫, 皮下糸状虫, アイメリア

31 zoo-03-32
No. 27

2003/８/15 盛岡市川目 ♀ ４ 18.2 悪液質､ 急性肺炎､ 腹膜炎
(体表各所に腫瘤､ 削痩)

発育不良, パラポック感染症様腫瘤, ショ
クヒヒゼンダニ, 肺虫, 槍型吸虫, 胃虫,
吸虫, 皮下糸状虫

32 zoo-03-51
No. 28

2003/12/16 盛岡市繋 ♂ ９ 34.1 事故の可能性 三・四胃に胃虫, 小腸に吸虫
第一胃, 体網, 膀胱の癒着

33 Pr. 2798 2004/２/４ 滝沢村鵜飼字鬼越 ♀ ９ 37.5 転落 肺虫, 吸虫, 条虫, 皮下糸状虫, 蟯虫, 線
虫 (４胃, 結腸) 妊娠 (頭尾長６㎝：胎齢
２ヵ月)

34 zoo-03-61
No. 30

2004/３/２ 盛岡市大が生 ♂ 10 29.5 削痩､ 皮膚に多数の腫瘤形成
(ヒゼンダニ)

三・四胃に胃虫, 小腸に吸虫, 槍型吸虫,
アイメリア

35 Pr. 2807 2004/４/９ 雫石町鶯宿ダム上流 ♂ 15 24.5 多発性膿瘍
および寄生虫症 (８種類)

槍型吸虫, 皮下糸状虫, サルコシスト, 肺
虫, 空腸に条虫および吸虫, 胃に線虫, ア
イメリア (Ocapinema), チマダニおよび
ショクヒヒゼンダニ

36 Pr. 2808 2004/４/13 大迫町内川目第5地割久
出内地内四の宗山林道

♀ 17 35 交通事故 皮下糸状虫, 吸虫, ベネデン条虫, ショク
ヒヒゼンダニ, 第一胃に線虫(Okapinema),
サルコシスト, アイメリア､ 妊娠 (頭尾長
24㎝, 体重1.4㎏, 産前１Ｗ)
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を占め, 化膿性疾患が１例, 高度削痩・衰弱が

２例, 急性腸カタルが２例であった. ６歳齢か

ら15歳齢では事故が６例, 化膿性疾患が６例,

高度削痩・衰弱が５例, 出血性腸炎が１例であっ

た. 16歳齢以上では事故, 化膿性疾患がいずれ

も２例であった. 化膿性疾患によって死亡およ

び衰弱したニホンカモシカは36例中10例であっ

たが, その他多くの症例でも種々の組織・臓器

に化膿性病変が認められた. 化膿性肺炎・胸膜

炎・腹膜炎を様々な組み合わせで起こしている

症例は８例, 全身に多発性膿瘍を持つ症例は５

例, 被包化膿瘍などの陳旧性膿瘍を持つ症例は

３例であった.

全身性皮膚腫瘤の症例は36例中５例であった.

このうち３例は病理組織学的に伝染性膿疱性皮

膚炎と診断された. これらの症例は肉眼的には,

顔や四肢をはじめとする全身皮膚において, カ

リフラワー状の肥厚性病変や潰瘍が認められた

(図５, ６). 病理組織学的には表皮の高度な乳

頭状増殖が認められ, 表層には高度好中球浸潤,

細菌感染, 厚い痂皮形成が認められた. 有棘細

胞は高度に空胞変性し, 真皮において炎症細胞

浸潤が認められた (図７). 空胞変性した有棘

細胞には好酸性細胞質内封入体が認められ, パ

ラポックスウイルスが感染していることが強く

示唆された (図８).

これらの症例のほとんどは高度削痩・衰弱に

より死亡あるいは保護されていた.

剖検では, 多種多数の寄生虫寄生が認められ

た (表１). 関節周囲皮下組織における皮下糸

状虫寄生により関節炎を起こしている症例が多

くみられた. 胃虫はOkapinema japonica, 吸

虫はOgmocotyle capricorniと同定され, いず

れもカモシカ固有の寄生虫であった. いずれの

症例でも寄生虫寄生による強い組織障害は認め
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図５. 伝染性膿疱性皮膚炎 (顔面)

図３. 死因・衰弱原因および事故の種類図２. 月別保護団体数

図４. 年齢別の死亡および衰弱原因
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られなかった. 肝臓における槍形吸虫とそれに

伴う胆管炎および周囲炎が見られた (図９).

考 察

事故により保護された症例では, 化膿性病変

をもつ症例や妊娠・子連れの症例もみられたが,

多くは基礎疾患を持たず, 偶発的に事故に遭っ

ていると思われた. 事故以外の原因で保護され

た症例の多くは, 化膿性疾患に罹患し衰弱した

ため捕食困難となり, 里地におりてきたところ

で保護されたのではないかと思われた.

Suzuki ら [３] は岐阜県で保護され, 結節

性または乳頭状病変を持つカモシカ30頭中６頭

からパラポックスウイルスを分離した. 1984年

から1985年にはこのウイルスに対する抗体陽性

率は39％と最も高値となり, パラポックスウイ

ルス感染症の大流行を示唆した. この大流行は

肉眼的, 組織学的にも確認された [４]. 1996年

から1999年にかけてInoshimaら [１] が行っ

た血清学的調査では, ニホンカモシカにおける

パラポックスウイルスの抗体陽性率は1996年に

は20.0％, 1997年には28.6％, 1998年には15.6

％, そして1999年には6.7％と推移していた.

また, 抗体陽性率は年齢と共に増加することを

示し, ニホンカモシカにおいてパラポックスウ

イルス感染は広く蔓延していることを示唆した.

本研究ではウイルスの分離や抗体検査は行わな

かったが, 病理組織学的所見からパラポックス

ウイルス感染性の伝染性膿疱性皮膚炎が診断さ

れた症例は36例中３例 (8.3％) であった.

多くの症例で多種の寄生虫寄生が多数認めら

れたが, 組織障害を引き起こしているものは少

なく, 宿主には大きな影響を与えていないと思

われた.
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図９. 肝臓における槍形吸虫およびそれに伴うカ
ルタ性胆管炎／胆管周囲炎

図６. 伝染性膿疱性皮膚炎 (肢端) 図７. 伝染性膿疱性皮膚炎 (組織像・ＨＥ染色)
表面の乳頭状増生・厚い痂皮形成に炎症細胞浸潤および
有棘細胞の空胞変性

図８. 細胞質内封入体 (組織像・ＨＥ染色)
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図10. 肺における肺虫症 (ＨＥ染色) 図11. 住肉胞子虫症 (心臓・ＨＥ染色)

猫における自然発生高度病原性全身性猫カリ

シウイルス感染症の病理学的, 免疫組織化学

的および電子顕微鏡所見

Pesavent PA, Maclachlan NJ, Dillard-Telm

L, Grant CK, Hurley KF (カリフォルニア

大学, Vet Pathol, 41, 257-263, 2004)

猫カリシウイルス (FCV) 感染症は, 猫

の上部呼吸器と口腔疾患における最も一般的

な病原体である. FCV感染はまれに致命的

であるが, 罹患猫に脱毛症, 皮膚潰瘍, 皮下

水腫および高い死亡率を引き起こす高病原性

全身性株 (VS-FCV) が近年発生するように

なってきた. 自然発生VS-FCV感染症を伴っ

た７匹の猫はすべて皮下水腫, 口腔内潰瘍,

耳介・肉球・外鼻孔・皮膚にさまざまな程度

の潰瘍を有していた. 他の病変として何例か

の感染猫では気管支間質性肺炎, 膵臓・肝臓・

脾臓壊死がみられた. FCVのモノクローナ

ル抗体による免疫組織化学的染色において,

ウイルス抗原は病変部組織の血管内皮細胞と

上皮細胞に存在していた. 壊死上皮細胞内の

成熟核内・細胞質内ウイルス粒子は, 透過型

電子顕微鏡により確認された. VS-FCV感染

は, 感受性猫における上皮細胞の細胞融解と

全身性血管弱化の原因となり, 皮膚潰瘍, 重

度水腫, 高死亡率を導き出している.

(岩手大学獣医病理学研究室)
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